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令和６年度大町商工会議所経営発達支援計画実施報告書（令和７年３月３１日） 

 Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

項  目 ３－１．地域の経済動向調査に関すること 

概  要 小規模事業者が経営基盤を強化し、持続的に発展するためには、経営環境に対応する必要がある。令和 2 年より開始した「地域内

事業者の景況感を把握するためのアンケート調査」も継続し、事業者の景況感や経営課題などを把握する。 

 

項目 6年度目標 6年度実績 

① 国や市が提供するデータ分析結果の公表回数 1回 1回以上 

②地域内事業者の景況感を把握するためのアンケート調査、分析

結果の公表回数 
1回 16回 

② 中心市街地歩行者・自転車通行量調査 分析結果の公表回数 1回 4回 
 

実施内容 （１）国や市が提供するデータの活用 

当市の経営環境を把握するため、「RESAS」や「大町市統

計要覧」のなかで事業者に有用なデータをまとめ、年１

回公表する。 

 

（２）地域内事業者の景況感を把握するためのアンケー

ト調査 

地域内小規模事業者の景況調査を実施し、事業者の景

況をタイムリーに把握。結果は公表するだけでなく、重

点支援業種を定めるなど、経営発達支援計画における

施策決定に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）中心市街地通行量調査結果の活用 

中心市街地活性化基本計画に基づき、中心市街地の通

行量調査を実施しているが、中心市街地事業者の事業

計画策定等に有益であると考え、活用できるよう公表

する。 

 

実施数 （１）国や市が提供するデータの活用 

大町商工会議所ホームページに日本商工会議所、長野県、

大町市ホームページへのリンクを貼っており、常に情報を

得られるように環境整備をしている。 

 

（２）地域内事業者の景況感を把握するためのアンケート

調査 

事業報告書 Ｐ２４（３） 

①ＬＯＢＯ調査 Ｐ２４（３） 

日本商工会議所が毎月実施する短期景気観測調査で、足元

の景況感を把握し、政策提言活動の資料とした。 

また、本年度からＬ０ＢＯ調査対象者とは別に、管内企業

に対し同様の内容にて追加調査をし、より迅速に管内の状

況把握に努めることとし、その結果については北アルプス

振興局などにも活用いただいている。 

実施数１２回（毎月） 

１６者 

（建設１２、製造６、小売３、サービス６） 

②会員事業所を対象にしたテーマ別状況に関するアンケ

ート調査 Ｐ２４（３）②～⑤  

日商の、人手不足、ＤＸ推進、賃上げなどのテーマ別調査

を会員企業に対し実施。 

政策提言の基礎資料とした。 

実施回数４回 

 

（３）中心市街地通行量調査結果の活用 

事業報告書Ｐ２４（３）⑥ 

大町市中心市街地交通量調査 

大町市中心市街地３か所、平日・休日 計４回実施 

中心市街地活性化基本計画やその他大町市の施策の指標とし

て活用。 

評  価 

(点 数） 

 

 

 

                   

 

太田氏 （1）3 （2）3 （3）3 

伊藤氏 （1）4 （2）4 （3）4 

駒澤氏 （1）4 （2）4 （3）4 

平 均 （1）3.6 （2）3.6 （3）3.6 

コメント ・計画どおりに実施されている点は素晴らしいと思います。 

・しいてあげれば、大町商工会議所様のホームページから統計結果をたどり着くまでの動線が分かりづらい（どこにどんな調査

があるかが分かりづらい）ので、トップページでの工夫があるとなお良いと思いました。 

・中心市街地通行量調査については、分析や効果が、市の計画や施策に反映されたか検証して欲しい。 

 

 

【４段階評価の目安】 

１：未達成   ２：どちらかと言うと達成できていない   ３：概ね達成している   ４：十分達成している 
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項  目 ３－２．需要動向調査に関すること 

概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模事業者が地域資源を活用した魅力的な商品・サービスづくりを行い、市外への販売を強化することを目指し、マーケッ

トイン視点での商品のブラッシュアップをするため、バイヤー・市外（首都圏）向けに商品調査及び、販売促進のため事業計

画を策定した支援を実施する。 

目 標 

項目 6年度目標 6年度実績 

① 自慢の逸品発掘・売込逆商談会での商品調査 対象事業者数 2者 0者 

② 地域うまいもんマルシェでの商品調査 対象事業者数 2者 0者 

③ 第 36回グルメショー秋 2024商品調査 対象事業者数 0者 3者 

④ GOOD LIFE フェア 2024商品調査 対象事業者数 0者 3者 
 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

①自慢の逸品発掘・売込逆商談会での商品調査 

毎年開催される「自慢の逸品発掘・売込逆商談会」にて、

バイヤーを対象に商品の試食・アンケート調査を実施

する。 

 

②地域うまいもんマルシェでの商品調査 

東京秋葉原で実施されている「地域うまいもんマルシ

ェ」にて、首都圏の消費者を対象に商品調査を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

実施数 

 

 

 

 

 

 

 

実施数 

 

①自慢の逸品発掘・売込逆商談会での商品調査 

 事業報告書Ｐ３４（６） 

・逆商談会での商品調査  

対象事業者数  目標２者  実績数０者 

 

②地域うまいもんマルシェでの商品調査 

 実施せず 

・地域うまいもんマルシェでの商品調査 

対象事業者数  目標２者  実績数０者 

 

③第 36回グルメショー秋 2024での商品調査 

 事業報告書Ｐ３６シ 

東京ビッグサイト開催のグルメショーに参加し試飲・試

食を行い、アンケート調査を実施した。 

・第 36 回グルメショー秋 2024 での商品調査 

   対象事業者数  目標０者  実績数３者 

 

④GOOD LIFE フェア 2024での商品調査 

事業報告書Ｐ３７シ 

東京ビッグサイト開催の GOOD LIFE フェアに参加し試

飲・試食を行い、アンケート調査を実施した。 

・GOOD LIFE フェア 2024での商品調査 

   対象事業者数  目標０者  実績数３者 

 

評  価 

(点 数） 

 

 

 

 

 

                         

太田氏 ① 2 ② 2 ③ 4 ④ 4 

伊藤氏 ① 1 ② 1 ③ 3 ④ 3 

駒澤氏 ① 1 ② １ ③ 4 ④ 4 

平 均 ① 1.3 ② 1.3 ③ 3.6 ④ 3.6 

コメント ・①、②ができずに、代わりに③と④を行ったのではないかと考えました。 

何らかの形で、地元の商品を PRできればと思っていますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

・「グルメ」や「GOOD LIFE」の参加者の声等を反映させ、ネットとは違う実物上の効果について事業者に知ってもらうこ 

とも参加事業者数の増加を図るための一例になるかとも。 
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 Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

項  目 ４．経営状況の分析に関すること 

概  要 持続的に発展するためには、まずは自社の経営状況を把握する必要がある。 

これまで蓄積した経営分析支援を幅広く提供し、どのような販売促進が有効であるかを事業者と一緒に検討し、経営分析の結

果は、事業計画策定支援に活用する。 

目 標 

項目 6年度目標 6年度実績 

経営分析件数 45件 60件 
 

実施内容 

 

 

 

 

 

（１）経営分析支援 

①経営分析対象者の掘り起こし 

・基本的な掘り起こし 

分析対象者は、巡回訪問や窓口相談などによる掘り起

こしを基本とする。融資相談や決算申告、補助金活用等

の際にも、経営分析の対象者を掘り起こす。 

 

・「経営何でも相談会（定期窓口相談会）」での掘り起こし 

 

 

 

・「経営あんしん相談会（特別窓口相談会）」での掘り起こ

し 

 

 

・「専門家派遣（経営・技術基盤強化支援）事業」での掘

り起こし 

 

 

 

 

 

 

・創業期の事業者に対する掘り起こし 

創業期の事業者に対して各種経営課題を解決するた

め、経営分析の必要性を啓蒙する。 

 

 

 

 

 

②経営分析の実施 

事業者からのヒアリングを基に経営指導員が実施。 

分析は、クラウド型支援ツール BIZミルで提供される、

経営分析表を使用する。本分析表では、収益性、成長性、

生産性、効率性、安全性、等の財務分析及び非財務分析

として SWOT分析等を行う。 

また、経営分析の際は、販売促進策も合わせて確認し、

事業者と一緒に検討する。 

 

 

③経営分析結果の活用 

経営分析の結果は事業者にフィードバックする。 

経営分析により経営課題や有効な販売促進策がみつか

った場合は、経営指導員が解決策を提案する。専門的な

課題解決が顕在化した場合は、専門家派遣等に同席し

実施数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）経営分析支援 

①経営分析対象者の掘り起こし 

・基本的な掘り起こし 事業報告書Ｐ２７（９）①③④ 

 巡回相談    423件 

窓口相談  1,646件 

合  計  2,069件 

 

・「経営何でも相談会（定期窓口相談会）」での掘起こし 

 事業報告書Ｐ３３ク（１）①～④ 

 全４回開催 ２０名 

 

・「経営あんしん相談会（特別窓口相談会）」での掘起こし 

 事業報告書Ｐ３０⑨ア（１）①･② 

 全２回開催 ３２名 

 

・「専門家派遣事業」での掘起こし  

事業報告書Ｐ３０ア（２）①、Ｐ３８タ① 

 経営革新計画申請専門家派遣：２回 

  

 事業報告書Ｐ３８タ② 

長野県事業承継ネットワーク相談員派遣：２回 

 

・創業期の事業者に対する掘り起こし  

事業報告書Ｐ２８（９）②  

創業相談２２１件 

 

・金融斡旋  

事業報告書Ｐ２９⑥ア、イ 

 １２５件うち マル経２件 

 

 

②経営分析の実施  

事業報告書Ｐ３２オ 

経営発達支援計画実施事業報告より 

①の各相談・支援による掘り起こしから、決算書を基に

ヒアリングを行い、財務分析・SWOT 分析等を行った。 

 分析結果を事業所と検討を行い、資金調達・補助金申請

支援等に活用を行った。 

・BIZミルによる経営分析支援     ６０件 

・事業計画策定支援            １６件 

 

③経営分析結果の活用  

経営発達支援計画実施事業報告より 

クラウド型支援ツール BIZミル経営分析を活用し、経営

指導員全員で状況確認ができるようにした。それら情報

共有をすることで組織的に支援能力向上が図れた。 
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ノウハウを吸収する。 

分析結果は、クラウド型支援ツール上に分析結果を集

約することで、すべての経営指導員が内容を確認でき

るようにし、組織としての支援能力の向上を図る。 

また、経営分析結果を踏まえて支援に活用した。 

・資金調達支援者           ５１者 

・各補助金申請支援者          １者 

・経営計画策定支援者         １６者 

 

評  価 

(点 数） 

                  

 

 

 

 

 

太田氏 ① 4 ② 4 ③ 4 

伊藤氏 ① 4 ② 4 ③ 4 

駒澤氏 ① 3 ② 3 ③ 3 

平 均 ① 3.6 ② 3.6 ③ 3.6 

コメント 

 

・目標を上回る件数で、かつ経営指導員全員で状況確認できるようにしたとのことで、素晴らしいです。 

・「分析」から「なんでも」「あんしん」「専門家派遣」等と連携した継続的支援のより一層の強化を。 

・新たな販路に繋がったのか、出展した事業者として効果的なイベントだったのか、記載して欲しい。 

・「グルメ」や「GOOD LIFE」の参加者の声等を反映させ、ネットとは違う実物上の効果について事業者に知ってもらうことで、

参加事業者数の増加を図れると思う。 

 

 

 

 

項  目 ５．事業計画策定支援に関すること 

概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者の外部環境・内部環境に応じて、事業計画を策定し、計画に沿った取組を支援する。 

現状は補助金申請や融資支援の際などに事業計画の策定を支援するに留まっていたが、今後は経営分析の支援対象者に対し

計画経営の必要性を周知し、事業計画の策定を推進する。 

また、創業希望者に対しては創業計画の計画策定を支援する。 

計画遂行状況の確認・施策等の情報提供と活用提案・融資支援など状況に応じたアドバイスを行い、場合によっては専門家派遣に

よるフォローアップで売上向上を目指す。 

目 標 

項目 6年度目標 6年度実績 

事業計画策定件数 23件 16件 

創業計画策定件数 5件 15件 
 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業計画策定支援 

事業計画の対象事業者は、基本的に経営分析をおこな

った事業者である。 

経営分析時に、 

・経営課題がみつかった場合は課題解決に向けて事業計

画の策定を提案する。 

・有効な販売促進策がみつかった場合は、販売促進施策の

提案をする。 

 また、事業計画（補助金）セミナー、小規模事業者持続

化補助金、融資を契機とした事業計画策定の掘り起こ

しも実施する。 

 

 

（２）創業計画策定支援 

創業者に対しては、大町市創業支援協議会と連携し、創

業計画の策定支援を実施する。具体的には、創業塾の

他、大町市の各種事業補助金を契機に接点を持った創

業者に対し、創業者が作成した創業計画を経営指導員

が一緒になってブラッシュアップを行う方式で支援を

行う。 

実施数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業計画策定支援 

・補助金等事業計画策定支援 

事業報告書Ｐ３４（２）～（５）①･②･⑥ 

   補助金事業計画策定件      １５件 

うち持続化補助金<一般型>       １件 

   経営革新計画策定         １件 

長野県中小企業エネルギーコスト削減助成金 

                    ６件 

   大町市中小企業振興補助事業     ７件 

 

・マル経資金計画策定支援 事業報告書Ｐ２９⑥アイ 

   計画策定件数            １件 

 

（２）創業計画策定支援 

・創業計画策定支援  

事業報告書Ｐ２８（９）② 

  創業指導            ２２１件 

 

事業報告書Ｐ３４（５）⑤ 

大町市起業支援補助金計画策定支援   ０件 

                

事業報告書Ｐ２９⑥アの件数のうち、創業融資分を抜粋 

   創業融資              １２件 
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評  価 

(点 数） 

                          

 

 

 

 

太田氏 ⑴ 3 ⑵ 4 

伊藤氏 ⑴ 4 ⑵ 4 

駒澤氏 ⑴ 3 ⑵ 3 

平 均 ⑴ 3.3 ⑵ 3.6 

コメント 

 

 

・事業計画策定件数が目標値を下回った点は気になるところです。理由の考察をお願いいたします。 

とはいえ、創業計画が大幅に目標を上回っているので、トータルとしては、計画に近い形で推移したと判断しました。 

・「分析」から「なんでも」「あんしん」「専門家派遣」等と連携した継続的支援のより一層の強化を。 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 ６．事業計画策定後の実施支援に関すること 

概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画策定後作成した、事業計画が形骸化することが無いように、四半期ごとにフォローアップを実施し、すべての事業計

画に対し、伴走型で支援することにより、計画の成果をあげる。 

目 標 

① 事業計画のフォローアップ    

項目 6年度目標 6年度実績 

フォローアップ対象事業者数 21社 41者 

頻度（延回数） 84回 80回 

売上増加事業者数 4者 2者 

経常利益額増加事業者数 4者 2者 

② 創業計画のフォローアップ 

項目 6年度目標 6年度実績 

フォローアップ対象事業者数 5者 12者 

頻度（延回数） 20回 25回 
 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業計画策定後の実施支援 

①支援に対する考え方 

計画策定を支援したすべての事業者を対象に、四半期

ごとのフォローアップを実施する。これにより、事業計

画では、フォローアップ対象事業者の売上増加割合・経

常利益増加割合がそれぞれ 20％（売上増加事業者と経

常利益増加事業者は重複する場合もある）になること

を目標とする。 

創業計画のフォローアップではすべての創業者の事業

が軌道に乗り、事業継続が実現するよう、伴走型支援を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施数 （１）事業計画策定後の実施支援 

①事業計画策定後のフォローアップ 

 対象事業者数  ２８者 

 支援内容 事業報告書Ｐ３４（２）～（５） 

・持続化補助金事業実施支援       １者  

 うち 採択事業者          ０者 

 

・中小企業等事業再構築推進事業 事業再構築補助金 

                   ０者 

 

・経営革新計画に係る承認申請     １者 

     

・長野県中小企業エネルギーコスト削減助成金 

 本年度申請者            ６者 

 前年度申請フォローアップ対象者  １２者 

    売上・経常利益増加事業者は、光熱費の更なる上昇のた

め、現状では確認できない。 

 

・大町市中小企業振興補助事業      ７者 

 売上・経常利益増加事業者は、店舗改装者の事業計画の

ため現状では確認できない。 

 

・マル経資金事業計画策定支援 事業報告書Ｐ２９⑥ 

 計画策定者              ２者 

 売上増加事業者数 資金導入後間もないため変化なし  
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②支援内容 

事業計画・創業計画の計画を策定したすべての事業者

を対象に、原則として四半期ごとのフォローアップを

実施する。事業業計画の進捗により、訪問回数の加減や

専門家派遣などを活用しながら軌道に乗せるための支

援を実施する。 

また、創業後間もない事業者に対し、創業フォローアッ

プセミナーを開催し、知識を提供するだけでなく、創業

者同士の交流も目的とする。 

・経営指導員による支援 事業報告書Ｐ３２（９）①他 

 各種事業計画後の事業所支援    ５６回 

うち 売上・経常利益増加事業者数   ２者 

    

 

②創業計画策定のフォローアップ 

 事業報告書Ｐ２８（９）② 

Ｐ２９（９）⑥アの件数のうち、創業融資分を抜粋 

・対象事業所数             １２件 

創業指導                ２２１件 

 うち大町市起業支援補助金計画策定支援   ０件 

 創業融資計画策定支援            １２件 

 フォローアップ回数          ２４回 

 

・創業フォローアップセミナーの開催  

事業報告書Ｐ４２（１１）② 

 開催数       １回 

 参加事業所数   ２１者 

 創業間もない方だけでなく、創業塾出席者・当所会員にも

参加を促し情報交換も目的として開催した。 

評  価 

(点 数） 

（１） 

 

         

 

 

 

太田氏 ① 4 ② 3 

伊藤氏 ① 3 ② 3 

駒澤氏 ① 3 ② 3 

平 均 ① 3.6 ② 3.0 

コメント ・フォローアップの件数実績は、たいへん素晴らしいです。 

あとはアウトカム目標を達成した事業者数が少ないのが気になります。次年度に向けての対策をご検討ください。 

・市内経済の継続的発展には会員数の増加も必要と思われるが、創業・起業はそのための大きな力となることから、創業支援は会議

所の不可欠な活動であり、今後のより一層の充実を期待します。 
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項  目 ７．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模事業者の多くは専門の営業に携わる人員がいないなど人的な経営資源が乏しく、当所では引き続き継続的に事業者の

販路開拓を支援してきた。今後は、展示会・商談会など事業者単独では実現が難しい販路開拓でのサポートを行う他、ホーム

ページ開設・リニューアルなど効果が高いサービスの提供も含み、売上増加や新規顧客獲得など、成果にコミットした支援を

実施する。 

 

目 標 

項目 6年度目標 6年度実績 

①ア  ａ自慢の逸品発掘・売込逆商談会 参加事業者数 2社 0社 

新規顧客との成約件数 1件 0件 

  ｂ第３６回グルメショー秋 2024 参加事業者数 0社 3社 

   新規顧客との成約件数 0社 3社 

①イ ａ地域うまいもんマルシェ出品事業者数 5社 0社 

売上額 8万円 0万円 

  ｂｂGOOD LIFE フェア 2024出展事業者数 0社 3社 

   売上額 0万円 36.35万円 

① ホームページの開設・リニューアル等支援 実施事業者数 3社 0社 

BtoBの場合 新規顧客との成約件数 １件 0件 

BtoCの場合 売上額/社 10万円 0万円 
 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

（１）商談会・即売会 

①商談会・即売会 

ブースの準備方法、パンフレット等の整備、短時間での

商品等アピール方法、商談相手の事前アポイント等を

ワンストップで支援する。出展後は、相手に対するフォ

ロー方法を指導する。これらの支援により成約数・販売

額を追求する。 

 

ア．自慢の逸品発掘・売込逆商談会（BtoB） 

支援対象 食品製造業 

訴求相手 百貨店、スーパー、飲食、通販、ホテル・

旅館などのバイヤー 

展示会等

の概要 

松本商工会議所、大町商工会議所、塩尻

商工会議所、岡谷商工会議所、下諏訪商

工会議所、諏訪商工会議所、茅野商工会

議所、駒ケ根商工会議所、伊那商工会議

所、飯田商工会議所、松本市波田商工会、

安曇野市商工会、上松町商工会、大桑村

商工会、南木曽商工会、木曽町商工会、

木祖村商工会が主催する商談会。新たな

商品発掘を希望する「買い手企業」（百貨

店、スーパー、飲食、通販、ホテル・ 

旅館など）と、自慢の逸品の販路拡大を

目指す「売り手企業」（食品製造業者）と

のビジネスマッチング（販路拡大）を目

的としている。令和 2年 1月の開催では、

来場者数・出店者数が売り手企業 77 社

（内、当所管内 1 社）、買い手企業が 26

社（内、当所管内 0社）であった。 

効果 新規取引先の獲得、商談先の開拓を狙

う。 

 

 

イ．地域うまいもんマルシェ（BtoC） 

支援対象 食品製造業  

実施数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施数 

（１）商談会・即売会 

①商談会・即売会 

ア. ａ自慢の逸品発掘・売込逆商談会（BtoB） 

事業報告書Ｐ３４ケ（６） 

「商品管理シート」に基づき対象店舗へ情報提供と商談会

参加を促したが、今年度は参加事業者がいなかった。 

 今年度当初管内事業差の参加はなかった。 

・逆商談会参加業者     実績数 ０社 

・新規顧客との成約件数   実績数 ０件 

  

ｂ第３６回グルメショー秋 2024（BtoB） 

事業報告書Ｐ３６シ（１）① 

・実施日時：令和６年９月４日（水）～６日（金） 

・開催場所：東京有明 東京ビッグサイト東３ホール 

・出展事業所・商品（アウトプット）： 

３事業所 １２品（うち小規模事業者 ３事業者） 

・調査回答数：１７５件（３事業者計） 

・成  果：前年同期間売上増加率１．６％以上増加 

事業者数  ３者 

     商談成約数 ３件 

・フォローアップ等の取組状況 

①会報にて参加事業者を募集し、当初２事業所の募集に

対し、３事業所の申込があったため、３事業所を選定

した。 

②来場バイヤーへ事業者・職員より商品説明と試飲・試

食を行い、アンケートに回答いただいた。 

アンケート結果をまとめ、事業者にフィードバックを

し、事業者とともに改善点を抽出し、商品のブラッシ

ュアップを行った。また、ターゲットとなる顧客の確

認や BIZ ミルを活用して売上などの数値的な分析を

行い、更なる販路の拡大と開拓を目指すための懇談を

行った。 

 

イ. ａ地域うまいもんマルシェ（BtoC） 

実施せず 
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訴求相手 首都圏の消費者 

展示会等

の概要 

日本商工会議所が、食のテーマパークと

して全国のおいしいものを提供する「日

本百貨店しょくひんかん（東京・秋葉

原）」と連携し、開催するマルシェであ

る。週替わりで各地商工会議所を通じて

集めた自慢の逸品を出品している。来場

者数は、1日平均1,000名、休日平均2,000

名となっている。令和元年度において

は、当所管内から、販売 8社、新商品デ

モンストレーション 1 社が出店してい

る。 

効果 売上高拡大効果、商品の認知度向上を狙

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ホームページの開設・リニューアル支援(BtoB、BtoC) 

経営資源が限られている小規模事業者こそインターネ

ット等の利活用は欠かせない。ホームページによる販路

拡大を考えているが、独自には難しいと考える事業者に

対し作成支援を行う。 

 

 

支援対象 ホームページの開設およびリニューア

ルによる販路の拡大を志向する事業者

（全業種） 

訴求相手 BtoBの場合：全国の取引先 

BtoCの場合：全国の消費者 

実施内容 
ホームページ開設・リニューアル支援を

行う。 

支援の手

段・手法 

経営分析により、事業者が持つ独自の技

術や特徴等の「強み」を整理する。整理

した「強み」は事業者と共有し、ホーム

ページへの掲載事項を決定する。ホーム

ページの策定においては、管内の IT 事

業者の紹介等を実施する。作成後は、ア

クセス数や問い合わせ数を定期的にフ

ォローし、PDCAサイクルを回す。 

効果 
BtoB の場合：新規取引先の獲得を狙う 

BtoCの場合：売上高拡大効果を狙う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｂGOOD LIFE フェア 2024（BtoC） 

事業報告書Ｐ３７シ（１）② 

・実施日時：令和６年１０月２５日（金）～２７日（日） 

・開催場所：東京有明 東京ビッグサイト南４ホール 

・出展事業所・商品（アウトプット）：３事業所 ２０品

（うち小規模事業者 ３事業者） 

      ※参考 ３事業所 販売商品数３５品 

・調査回答数：６４件（３事業者計） 

・成   果：前年同期間売上増加率１．６％以上増加 

事業者数 ３者 

       出展期間中の売上 ３者合計 363,500円 

・フォローアップ等の取組状況： 

①事前にチラシを作成し DM などにより参加事業所を募

集、３事業所を選定した。 

②来場バイヤー、一般消費者へ事業者・職員より商品説

明と試飲・試食を行い、アンケートに回答いただいた。

また、商品の販売を行った。 

③アンケート結果をまとめ、事業者にフィードバックを

し、事業者とともに改善点を抽出し、商品のブラッシ

ュアップを行った。また、ターゲットとなる顧客の確

認や BIZ ミルを活用して売上などの数値的な分析を

行い、更なる販路の拡大と開拓を目指すための懇談を

行った。 

 

②ホームページの開設・リニューアル支援 

事業報告書 Ｐ３１（６）、Ｐ３５（７）、Ｐ３９ツ 

 ＨＰリニューアル、WEBマーケティング強化、ビジネス 

に活かすＳＮＳ活用、ソーシャルメディアとの相乗効果 

などに関するセミナーの開催、専門家による個別相談 

会、ビジネスモールの紹介等の支援により、ＩＴ利用を 

促した。 

 

ａ 地図情報サービス活用セミナー 

事業報告書Ｐ３１（６） 

・実 施 日：令和６年１０月７日(月) 

・実施場所：大町商工会議所 

・講  師：㈱エイチ・エーエル 筑間 彰 氏 

・受講者数：受講１１者 

・効  果：Googleマップや検索などに位置情報や道案 

内だけではなく、自社情報を表示し集客に結

びつけ売上増を目指す。 

 

ｂ ザ・ビジネスモール（全国商工会議所、商工会会員向

け取引支援サイト） 

 事業報告書Ｐ３５（７）、Ｐ３９ツ 

・事業所登録件数:３６件 

・自社のＰＲと販路開拓を目的とし、全国の商工会議所会

員事業省のネットワークを通じ、受発注や商品・サービ

スのＰＲを行った。人手不足や業務単価向上が深刻な昨

今、取引先の見直しの一助になるツールであるため、よ

り多くの会員事業所に利用を促す目的で、本サイトのＰ

Ｒ冊子の作成・配布を行った。 

配布部数 １，０００部 
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評  価 

(点 数） 

（１） 

                    

 

 

 

 

太田氏 ① 3 ② 3 

伊藤氏 ① 3 ② 3 

駒澤氏 ① 3 ② 3 

平 均 ① 3.0 ② 3.0 

コメント 

 

 

・ホームページの支援件数がなかった点は残念でしたが、セミナー等による周知も行っており、トータルとしては３点で評価をしま

した 

・フォローアップは伴走型支援の重要な活動であり、引き続き充実を図ってください。 

 

 

 

 Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

項  目 ８．事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 

概  要  経営発達支援計画の評価を「経営発達支援計画 評価委員会」により実施。事業の評価に加えて、より成果を出すための助言を受け、

事業の見直しを進めて行く。 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業の評価及び見直しをするための仕組 

①大町市産業観光部長、法定経営指導員、外部有識者で組

織する「経営発達支援計画 評価委員会」を年 1 回開催

し、経営発達支援事業の進捗状況、事業の成果等につい

て評価を行う。 

 

 

 

 

 

②③当該「経営発達支援計画 評価委員会」の評価結果は、

事業実施方針等に反映させるとともに、当所のホーム

ページ（https://www.occi.jp/）へ掲載（年 1 回）するこ

とで、地域の小規模事業者等が常に閲覧可能な状態と

する。 

 

 

 

 

実施数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業の評価及び見直しをするための仕組 

①「経営発達支援計画 評価委員会」 

事業報告書Ｐ３８（２）①ス 

多忙な評価委員の皆さまの負荷を減少させるため、今年度

も書面評価とし、事業内容への評価や見直し提案などの意

見を頂戴し、次年度への改善点とした。 

業務の効率化、経費削減、記録の明確化を図ることができ

た。 

②事業の成果、評価、見直し結果等については、専務理理

事への報告を経て正副会頭会議へ報告、承認を受けた。 

③評価表は取りまとめの上、結果を当所ホームページで公

表した。 

 

（講評要旨） 

事業報告書Ｐ３８スｄ 

・各事業について、目標件数を上回る実績を上げた。 

・少人数ながら検討している。 

 

（今後の方向性についての提案） 

・利益増加企業の輩出と支援実績の蓄積による地域活性化を

目指してほしい。 

・事業者の課題の救い上げによる人的対面的な伴走支援を推

進する。 

・既存事業のスクラップ＆ビルドの必要性と、事業者にとっ

て効果的な事業の取捨選択で更なる効果を発揮していく。 

・ＤＸ化を進め業務効率化を目指す。 

・事業者から信頼される商工会議所を目指す。 

 

評  価 

(点 数） 

（１） 

 

 

 

 

 

太田氏 ⑴ 4 

伊藤氏 ⑴ 4 

駒澤氏 ⑴ 3 

平 均 ⑴ 3.6 

コメント 

 

 

・確実に実施できております。 

・受講者のフォロー等が事業活動の活発化と市内経済の底上げに結びつくようなシステム・ネットワーク作りができるといい

と思います。 
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 Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

項  目 ９．経営指導員等の資質向上等に関すること 

概  要  「小規模事業者の売上・利益増加」「販売促進支援（新たな需要獲得支援）の効果拡大」などアウトカムを追求して事業を推進する

にあたり、経営指導員の法定研修とは別に独自の取組を実施する。また経営指導員のみならず他の職員も含めた組織全体としての資

質向上を毎年実施し、より効果の高い支援を組織全体として行える体制をつくる。 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）実施内容 

①外部研修・会内研修 

参加者 外部研修：経営指導員等、当所内での研

修：全職員 

目 的 経営発達支援計画の実行に必要な応用的

な知識・ノウハウを習得する 

内 容 本計画で必要な「小規模事業者の売上・利

益増加」「販売促進支援（新たな需要獲得

支援）の効果拡大」などのアウトカムを出

すために、これらのスキルを習得できる

ような外部研修（民間含む）が見つかった

場合は積極的に参加する。また、適当な外

部研修等が見つからない場合は、専門家

を招聘し、当所内で研修を開催。経営指導

員だけでなく小規模事業者と接する機会

がある全職員で受講し資質向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②組織内での研修内容の共有 

参加者 職員全員 

目 的 組織内で研修内容を共有する 

内 容 経営指導向けの法定研修や前述の外部研

修などは、すべての職員が同時に参加す

ることは不可能である。そこで、研修に参

加した経営指導員等は、月 1 度の定期ミ

ーティングにおいて、受講内容の要点を

発表する。また、研修資料等は当所サーバ

ー内に保管。誰でも必要な時に取り出せ

るようにする。 

 

③ＯＪＴ制度 

目 的 経営指導員個々の支援能力向上や経営指

導員以外の職員も含めた組織全体の支援

能力向上を図る 

内 容 (ア)支援経験の豊富な経営指導員（法定

経営指導員等）と補助員、一般職員等

がチームを組み、巡回訪問や窓口相

談の機会を活用した OJTを実施する。 

(イ)専門家を派遣する際は、これを OJTの

機会と捉え、経営指導員等が帯同し、

その支援ノウハウを得る。 

実施数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）実施内容 

①外部研修・会内研修 

事業報告書Ｐ４６（１）～４７（５） 

・日本商工会議所 

  商工会議所担当者研修        ３回 

  商工会議所担当者会議        １回 

 

・北陸信越ブロック 

  中小企業相談所長会議        １回 

商工会議所担当者研修            １回 

   

 

・（一社）長野県商工会議所連合会 

経営指導員等研修会一般コース１０Ｈ×２回 

経営指導員等研修会特別コース  ５Ｈ×２回 

商工会議所担当職員研修会      ５回 

中小企業相談所長会議        ２回 

 

 

・中信ブロック・中信地区商工会議所他 

中信ブロック経営指導員研究会連絡会 ２回 

  中信エリア広域専門指導員研修     ７回 

             商談会     １回 

        支援先企業の広報    １１者 

 

 

②組織内での研修内容の共有 

事業報告書Ｐ３７（２）① 

・経営指導員等支援能力向上研修会  １回 ６名参加 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ＯＪＴ制度 

事業報告書Ｐ３９テ 

情報共有会議を月初に開催         １２回    
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④支援状況のデータベース化 

目 的 担当外の経営指導員等でも一定レベル以

上の対応ができるようにする 

内 容 担当経営指導員等がクラウド型支援ツー

ル（例：BIZミル等）にデータ入力を適時・

適切に行い、支援中の小規模事業者の状

況等を職員全員が相互共有できるように

する。 
 

 

④支援状況のデータベース化 

クラウド型支援ツール（TOAS、Bizミル）に事業所データ

を入力し、支援中の小規模事業者の状況等を職員全員が

相互共有できている。 

 

 

 

 

 

評  価 

(点 数） 

（１） 

  

                           

 

 

 

 

太田氏 ① 4 ② 4 ③ 4 ④ 4 

伊藤氏 ① 4 ② 4 ③ 4 ④ 4 

駒澤氏 ① 3 ② 3 ③ 3 ④  

平 均 ① 3.6 ② 3.6 ③ 3.6 ④ 3.6 

コメント 

 

 

 

 

 

・各項目しっかりできております。 

・研修と事業者との対話を積み重ね、指導員のより一層の目利き感度アップを期待します。 

 


